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劉
向
に
於
げ
る
古
文
平
的
性
格
に
つ

劉
向
は
岡
市
の
一
月
鳳
二
年
(
∞

h
・
3
)
に
生
れ
、
成
ぃ
怖
の
綬
和
元
年
(
∞

(
U

・∞)、

七
十
二
歳
を
も
っ
て
仰
は
し
た
υ

彼
の
時
代
は
ま
さ
に
今
文
学
の
全
時
時
代
で
あ

り
、
彼
も
亦
穀
梁
学
の
大
家
と
し
て
、
か
の
立
帝
の
甘
露
三
年
(
∞
・
ゎ
-
m
H
)

に
は
、

石
一
楽
関
の
会
議
に
活
脱
し
て
穀
、
梁
立
学
の
功
を
奏
し
、
成
市
の
河
一
半
三
年
(
∞
・
の
-

N
O
〉
以
後
は
、
秘
府
の
典
絡
を
領
校
す
る
一
事
業
に
従
っ
た
。
突
に
前
海
末
期
に
於

け
る
欝
然
た
る
今
文
学
者
で
あ
る
。
然
る
に
彼
の
間
伐
し
た
羽
山
々
年
の
建
一
平
一
苅
年
に

は
、
そ
の
子
劉
猷
が
古
文
立
学
の
大
運
動
を
起
し
、
今
文
家
の
偏
見
を
攻
撃
し
、

官
学
の
門
戸
解
放
を
要
詰
す
る
に
至
っ
た
凶
ま
さ
に
学
界
に
於
け
る
一
大
旋
風
と

も
い
ふ
ベ
ま
大
事
件
で
あ
る
が
、
劉
向
の
如
き
今
文
学
者
か
ら
劉
散
の
如
き
古
文

学
者
の
出
た
こ
と
は
、
師
法
や
心
不
学
の
伝
統
が
尊
重
さ
れ
た
当
年
に
於
て
は
、
極

め
て
注
向
付
す
ベ
ぎ
重
大
な
こ
と
が
ら

p

と
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
こ
の

間
の
事
情
、
即
ち
劉
向
か
ら
劉
散
へ
の
展
開
に
於
け
る
学
的
関
連
に
つ
い
て
、
劉

向
の
学
術
、
特
に
そ
の
春
秋
学
を
通
し
て
論
究
し
よ
う
と
す
る
の
が
、
こ
の
論
文

の
目
的
で
あ
る
じ

-
穀
梁
家
刻
印
・
左
伝
家
郷
散
の

の
構
成
の
も
と
に
集
め
ら
れ
て
ゐ
る

の

と

、

一
ニ
家
の
春
秋
災
異
説
が
、
洪
範
の

が
、
こ
れ
に
つ
い
て
五
行
志
は

選
興
、
承
一
一
茶
滅
謬
之
後
一
、
景
武
之
街
、
査
仲
野
治
一
一
公
羊
春
秋
目
、
始
推
一
陰

陽
F

駕
一
一
儒
者
宗
一
、
宣
元
之
後
、
劉
絢
治
一
五
穀
梁
春
秋
ヘ
敬
M

ニ
其
初
福
戸
、
博
以
日
一

い
て

鎌

HJ 

百

間
パ
一
一
仲
川
町
一
銭
、
一
、
治
一
一
在
氏
健
一
、
北
(
存
秋
志
、
亦
己
非
安
、

博
二
バ
入
船
不
ド
川
、
足
以
措
こ
仲
好
一
別
一
一
向
散
一
。

と
、
述
べ
て
ゐ
る
。
五
行
忘
が
、
一
一
一
'
一
本
の
所
説
の
相
違
を
陰
陽
説
と
五
行
伝
説
と

に
求
め
て
ゐ
る
の
は
、
確
か
に
三
家
の
特
質
を
と
ら
へ
た
も
の
で
あ
り
、
一
史
に
仲

針
の
川
泌
を
取
り
あ
げ
て
向
・
散
の
説
と
区
別
す
る
と
述
べ
て
ゐ
る
の
は
、
五
行
ぶ

と
い
ふ
性
的
か
ら
見
て
尚
一
然
の
こ
と
と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
五
行
忘

に
見
え
る
三
家
の
所
説
を
個
々
に
比
較
し
て
見
る
と
、
震
・
向
二
家
の
本
質
的
な

走
異
を
認
め
る
こ
と
は
民
難
で
あ
り
、
仲
併
に
対
し
て
向
・
款
を
対
丘
せ
し
め
る

よ
り
は
、
む
し
ろ
仲
計
・
劉
向
に
刃
し
て
郡
散
を
対
立
せ
し
め
る
こ
と
が
妥
可
の

や
う
に
見
ら
れ
る
ο

輩
・
向
二
家
の
一
昨
説
の
相
違
す
る
も
の
に
つ
い
て
見
て
も
、

そ
れ
ら
は
占
験
の
事
象
に
活
干
の
相
違
が
見
ら
れ
だ
け
で
あ
っ
て
所
説
の
傾
向
が

同
一
で
あ
り
、
或
は
「
輩
仲
計
・
劉
向
以
泡
へ
ら
く
」
と
し
て
両
者
の
説
を
総
括

し
て
述
べ
て
ゐ
る
所
が
多
く
は
ぬ
ら
れ
る
し
、
或
は
「
略
ぼ
輩
仲
針
の
説
に
従
ふ
」

と
述
べ
て
、
劉
向
の
所
説
が
菅
一
仲
計
の
説
を
踏
襲
し
て
ゐ
る
こ
と
を
明
か
に
し
て

ゐ
る
所
が
少
く
な
い

u

こ
の
こ
と
は
、
殺
梁
家
と
し
て
の
劉
向
の
，
字
説
を
究
明
す

る
と
に
於
て
極
め
て
重
要
な
こ
と
で
あ
る
心
端
的
に
一
一
一
一
口
ふ
な
ら
ば
、
穀
梁
一
家
と
し

て
の
劉
向
の
春
秋
災
見
説
は
、
一
公
羊
山
部
と
し
て
の
萱
仲
計
の
そ
れ
と
き
し
て
異
な

る
も
の
で
は
な
く
、
公
羊
学
に
対
し
て
殺
梁
学
と
し
て
の
本
質
的
な
特
色
を
一
部
さ

な
か
っ
た
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
υ

誌
み
に
劉
向
の
所
説
の
中
で
、
明
か
に
穀
、
梁
の

伝
文
を
引
用
し
た
と
見
る
べ
き
も
の
を
拾
っ
て
見
る
に
、
保
か
に
次
の

へ
る
に
過
ぎ
な
い
ο

比比八選直、

J
ι
ゐ

H
・-
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援
公
十
八
年
一
一
一
一
月
、
日
有
ν
食
v
之
、
穀
梁
俸
日
、
不
二
一
一
口
v
日
不
ν
一一一一口
ν
朔
、
側
斜
、

:
:
劉
向
以
怨
、
夜
食
者
、
陰
間
-
一
日
間
切
之
表
一
市
奪
三
甘
…
ハ
光
ヘ
象
下
問
問
天
子

不
明
、
荷
積
符
v
奪
月
一
其
威
一
、
専
ム
何
間
二
務
侯
一
市
行
中
偽
道
久
北
ハ
後
遂
九
二
合
諸

侯
一
、
天
子
使
一
一
段
子
舎
を
、
此
詑
(
効
也
。
(
現
山
市
)

傍
公
十
五
年
九
月
己
卯
務
、
震
ご
夷
伯
之
蹴
一
、
劉
向
以
潟
、
晦
、
候
也
、
一
袋
、

宮
也
山
呉
伯
位
二
大
夫
目
、
正
憲
品
質
、
ー
ハ
期
務
紫
、
天
戒
若
日
、
勿
ν
使
一
一
大
夫
世
手

官
、
静
一
古
都
ν
事
限
階
一
、
明
年
一
公
子
季
友
卒
、
果
世
ν
官
、
政
在
ヱ
季
氏
ぺ
至
一
一

成
公
十
六
年
六
月
甲
午
晦
一
、
正
撃
皆
眠
、
陰
震
ν
陽
、
回
制
ν
君
也
、
成
公

不
ν
籍
、
立
ハ
冬
季
氏
殺
一
弘
子
億
¥
季
氏
一
則
一
弘
氏
傍
公
¥
大
一
一
於
成
公
ヘ
此

笠
(
態
也
。
(
町
一
位
。

O
傍
線
の
部
分
は
、
穀
梁
伝
の
文
ω

交
公
一
一
一
年
秋
、
雨
ν
金
一
一
子
宋
¥
劉
向
以
魚
、
先
ν
楚
、
宋
殺
品
一
大
夫
戸
市
無
v

罪
、
有
一
一
暴
階
段
紙
数
之
駿
一
、
抗
野
豹
偉
R
1
2上
下
皆
合
、
1
4

一一日量。

(mmm)

穀
梁
の
伝
文
を
引
用
す
る
と
一
…
お
っ
て
も
、
僅
か
に
其
の
片
一
一
一
日
隻
勾
を
用
ひ
た

に
過
ぎ
な
い
し
、
更
に
は
彩
、
梁
の
伝
文
と
異
な
る
説
一
を
立
て
て
ゐ
る
所
も
あ
り
、

(
一
訪
問
ひ
耕
一
枚
位
叫
ん
)
戒
は
叉
公
羊
の
伝
文
一
を
引
い
て
説
ー
を
為
す
所
も
見
え
る
。

(mmmuYM刊
一
ド
問
問
刊
紙
い
い
担
聞
紙
)
斯
く
考
察
し
て
来
る

ι、
劉
向
の
災

異
説
は
、
穀
梁
家
と
し
て
の
特
色
を
示
し
た
も
の
で
な
く
、
む
し
ろ
公
羊
家
萱
仲

箭
の
所
説
に
倣
ふ
も
の
と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
。

斯
く
の
如
く
、
劉
向
の
災
異
説
が
蓑
仲
針
の
所
説
を
踏
襲
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
こ

と
は
、
穀
梁
の
学
を
起
す
に
当
っ
て
、
時
の
邸
一
学
た
る
公
羊
学
の
説
に
倣
っ
た
も

の
と
も
思
は
れ
る
が
、
彼
の
災
異
説
に
於
て
特
に
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
彼
が
災

異
説
を
洪
範
の
五
行
伝
に
依
っ
て
線
論
的
に
構
成
し
、
兵
体
的
な
事
象
を
設
定
な

資
料
に
よ
っ
て
突
託
し
よ
う
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
元
来
、
漢
書
五
行
志
に
見
え

る
彼
の
災
問
誌
は
、
彼
の
著
は
し
た
法
制
五
行
伝
論
(
側
一
指
純
一
竹
山
机
比
一
劉
)
に
従

っ
た
も
の
と
思
は
れ
る
が
、
こ
の
脅
は
、
漢
書
の
本
伝
に
も
言
ふ
如
く
、
被
が
齢

的
の
典
絡
を
鋭
校
す
る
命
を
持
し
た
後
に
作
ら
れ
た
も
の
で
、
上
古
よ
り
奏
漢
江

以
げ持伺

五
一
る
ま
で
の
幾
多
の
符
端
災
皐
〈
の
記
を
集
め
、
具
体
的
な
行
事
と
禍
福
点
験
と
を

五
行
伝
の
構
成
の
も
と
に
排
列
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
て
綬
の
五
行
伝
段
、

五
行
志
(
中
之
上
)
に
い
ふ
如
く
、
夏
侯
始
日
間
以
来
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
要
す

る
に
今
文
指
書
家
の
五
行
伝
説
を
以
て
、
蓑
仲
好
以
来
の
春
秋
災
異
説
を
合
理
的

に
説
明
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
事
象
の
資
料
を
春
秋
の
一
経

と
か
一
伝
に
限
定
す
る
こ
と
な
く
、
ぃ
仏
く
他
の
典
籍
に
求
め
、
閥
抗
誌
な
資
料
に
依

っ
て
実
証
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
一
事
は
突
に
殺
が
秘
府
の
典
籍
を
領

校
す
る
命
を
拝
し
た
回
初
で
あ
っ
て
、
劉
向
の
学
問
に
一
転
機
を
も
た
ら
し
た
も
の

は
、
こ
の
秘
書
領
校
の
事
業
で
な
か
っ
た
か
と
思
は
れ
る
。
こ
の
事
に
つ
い
て

は
、
後
に
一
舟
び
論
及
す
る
積
り
で
あ
る
が
、
劉
向
の
学
問
に
お
け
る
合
理
主
義
的

・
実
証
主
義
的
な
性
格
は
、
特
に
法
話
す
べ
き
こ
と
と
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
な

、。
、し

v

一{一

再
び
劉
向
の
春
一
秋
学
に
つ
い
て
考
察
し
て
見
る
に
、
彼
の
春
秋
学
は
穀
梁
家
と

し
て
よ
り
は
、
む
し
ろ
公
羊
家
蓑
仲
好
的
な
色
彩
が
濃
厚
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
単

に
五
行
志
に
於
て
見
ら
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
漢
書
の
木
伝
に
見
え
る
封
一
事
や
、

そ
の
著
説
苑
・
新
序
等
に
於
て
も
一
一
絹
一
明
瞭
に
見
ら
れ
る
。
元
来
絞
は
学
問
の
一
怖

が
広
く
、
古
今
の
典
籍
を
援
寓
に
読
ん
で
広
く
引
用
し
て
を
り
、
旦
つ
公
羊
・
殺

梁
の
一
一
伝
が
内
容
的
に
一
致
し
て
を
る
点
も
あ
る
の
で
、
沼
ち
に
そ
の
他
九
拠
を
間
引

か
に
し
難
い
も
の
も
あ
る
が
、
特
に
そ
の
明
僚
な
も
の
に
つ
い
て
言
へ
ば
、
穀
、
梁

の
伝
文
を
引
用
し
て
立
説
す
る
も
の
は
、
公
羊
に
比
し
て
惑
か
に
少
い
と
い
ふ
こ

と
は
蔽
ふ
べ
か
ら
ざ
る
事
実
で
あ
る
。
今
、
明
か
に
穀
梁
の
伝
文
を
川
引
用
す
る
も

の
に
つ
い
て
治
せ
ば
、

¥
野
川
日
予
ψ
/

村
恭
秋
問
、
五
滑
不
日
{
北
口
建
一
、
信
序
也
o
r
附
が
)

付
街
侯
朔
召
不
ν
役
、
一
列
逆
ν
命
部
助
ν
朔
c

(

川

氏

問

)

〆
F

〆
r
n
l
¥

勢
立
公
者
、
魯
文
公
之
弟
也
、
:
:
:
笠
公
胤
ハ
コ
之
総
六
則
日
、
孜
足
突
、
何

以
一
一
兄
之
食
一
得
哉
、
織
ν
履
而
食
、
終
身
不
ν
食
一
一
式
公
之
食
ヘ
其
仁
脳
内
伴
突
、
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伺



其
守
節
国
立
〈
、
故
春
秋
葉

m
F之
。
(
慨
一
昨
)

許
悼
公
疾
V

癖、飲司二一契潟器吋一

興
司
ご
一
主
其
弟
緯
F

ヘ
、
一
専
噂
央
誌
、
楓
娘
二
ル
削
…
粥
ニ
、
臨
不
v
容
ν
粒
、
痛
一
一
己
之
不
下
償
問
v
薬、

未
ν砂
地

v
年
而
死
、
故
春
秋
義
v
之
。
(
酬
明
一
)

の
如
、
き
も
の
が
あ
る
。
村
は
穀
菜
、
隠
公
八
年
、
仲
は
一
粗
公
十
六
年
、
帥
刊
は
笠
公

十
七
年
、
同
は
昭
公
十
九
年
の
伝
文
に
従
ふ
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
公

羊
伝
を
引
用
し
、
或
は
そ
れ
に
従
っ
て
立
説
ん
す
る
も
の
が
甚
だ
多
い
。

付
春
秋
日
、
庚
戊
天
王
崩
、
侍
臼
、
天
王
何
以
不
ν
書
ν
葬
、
天
子
記
v
山
間
不
与
グ

群
、
必
一
一
其
時
一
也
、
諸
…
雪
山
v
卒
記
ν
葬
、
有
コ
天
子
在
日
、
不
ν
必
コ
其

-F也
(
将
…
)

!
公
苧
、
隠
公
一
一
一
年
の
伝
文
。

科
婦
大
夫
祭
伯
非
離
不
ν
和
、
出
一
一
奔
於
雪
、
而
樹
税
矧
引
制
η
刻
割
引
剥
罰
則

傷
一
一
兵
器
官
ν
此

始

弘

、

ゑ

自

問

調

君

。

(

詰

)
1
1
2

苧
-
関
公
元
年
、

2
は
路
公
三
年
の
伝
文
に
よ
る
ο

持
今
穣
公
貧
ν
一
利
市
長
『
治
安
。
(
鶴

)l季
、
隠
公
百
年
、
春
公
事
長
子

門
会
の
伝
文
に
よ
る
。

同
体
一
口
、
自
ν
侠
以
東
者
、
周
会
主
ν
之
、
自
ν
挟
以
西
者
、
忍
公
主
レ
之
。
(
蹴
倒
)

j
f公
苧
、
隠
公
五
年
の
伝
文
。

日
開
宋
関
公
箆
長
寓
、
以
コ
勇
力
時
間
、
寓
輿
ν
魯
戦
、
部
敗
、
震
一
一
答
所
?
獲
:
:
:
寓

持
繋
ぷ
}
パ
伐
牧
同
一
山
殺
ν
之
、
鶴
者
ヱ
於
内
閣
ヘ
仇
牧
可
v
謂
ν
不
v
息
子
一
麗
禦
}
突
、

静
一
一
部
山
之
難
戸
、
額
不
ν
旋
属
。
(
繍

gel--全
荘
公
十
一
一
年
の
そ

伸
一
費
者
部
門
桓
公
山
内
二
魯
程
公
一
議
ご
利
之
盟
問
、
魯
大
夫
曹
溺
謂
コ
珪
公
一
日
、
持
之

侵
ν
借
官
、
五
一
一
於
城
下
一
、
城
壌
勝
一
ν
境
、
君
不
v
麗
典
、
荘
公
民
、
階
、
寡
人

之
生
、
不
ν
若
ν
死
:
:
:
功
次
三
一
一
王
一
、
震
一
一
五
伯
長
¥
本
信
起
一
一
乎
利
之
忠
一

由
。
へ
新
序
、

J
i
十
公
半
、
荘
一
公
十
一
一
手
の
伝
文
に
よ
る
。

/

雑

事

問

」

¥

在

/

夏
公

Z込
v
女
、
何
言
、
語
耀
也
。
(
貯
了
公
認
、
荘
公
二
十
四

年
め
伝
文
。

昔
曹
鱒
ゴ
一
譲
、

同t劫♂(久;

春
秋
序
v
義、

学
一
倶
賢
司
、
市
曹
露
ム
口
ν

宮
司
て
ず
さ
、
一
註
W
ニ
日
レ
ド
ミ

-
1
7
2五
「
打
差

埼
(
諸

)1公
卒
、
ま
一
一
十
四
年

ι引
に
よ
る

Q

故
宮
、
忠
之
起
、
必
自
ν
此
始
也
。
読
む
!
季
、
安
二
十
六
年
の
伝

文。廷
以
春
秋
先
一
一
京
純
一
一
市
後
一
一
諸
一
手
、
先
こ
諸
夏
一
、
而
後
↓
一
夷
秋
一
。
(
問
削
)

i
l公
平
、
成
公
十
五
年
の
伝
文
に
よ
る
。

呉
王
議
夢
有
司
一
回
子
一
、
長
国
ν
語
、
次
回
二
徐
祭
一
、
次
日
刊
一
夷
昧
一
、
次
回
一
一
季

札
¥
続
日
コ
延
俊
季
子
¥
最
賢
、
:
:
:
以
ν
位
設
一
一
季
子
-
問
、
爾
殺
二
茶
話
一

一
品
川
受
一
一
溺
閥
一
、
別
沼
山
山
品
川
ν
爾
、
魚

-Kハ
築
一
也
、
:
:
:
清
子
以
日
一
其
不
?
殺
矯
ν
仁、

¥
時
d
b

汀
U

/

以
『
一
其
不
ち
取
ν
関
魚
ν
義
。
(
部
一
M
U
)
i
i
会
並
べ
褒
会
二
十
九
年
の
伝
文

Q

是
以
春
秋
賢
二
季
子
一
喜
一
一
貴
子
也
。
(
惣

)
i
E
Q
(

春
秋
問
、
天
王
入
一
一
子
成
周
六
停
日
、
成
周
者
向
、
東
周
也
。
(
間
以

)!1

4

公
年
、
昭
公
二
十
六
年
の
伝
文
。

国

故

鰭
ν
麟
関
誌
、
哀
一
通
不
ν
行
、
徳
洋
不
払
問
、
於
ν
建
、
退
作
三
者
秋
一
、
明
二

2
1
i
i
l
e
i
-
-

ヘ
説
山
巴
/

素
王
之
道
一
、
以
一
部
二
後
人
一
一
(

U

お
む

)lei-
は
公
芋
、
哀
公
十
四
年
の
伝
文
に
よ

/
3
1
2
Z
L
F
¥
 

り、

2
は
漢
書
、
蓑
仲
倍
伝
の
対
策
の
文
に
見
え
る
。

以
上
の
例
誌
に
依
っ
て
、
劉
向
の
春
秋
学
は
、
多
く
公
羊
に
基
い
て
ゐ
る
こ
と

が
明
か
と
な
っ
た
が
、
特
に
右
の
閣
の
例
は
、
突
に
春
秋
制
作
の
大
義
に
関
す
る

も
の
で
、
そ
れ
が
公
羊
伝
並
び
に
葦
仲
好
の
説
に
従
っ
て
ゐ
る
こ
と
は
、
彼
の
春

秋
学
と
し
て
は
特
に
注
毘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。

次
に
、
彼
の
春
秋
学
と
董
仲
好
と
の
関
係
を
考
察
す
る
に
、
被
は
諸
問
一
一
件
好
の
公

羊
説
に
従
ふ
所
が
甚
だ
多
く
、
そ
れ
ら
は
何
れ
も
公
羊
学
の
大
義
に
関
す
る
も
の

で
あ
る
。
前
に
述
べ
た
素
王
説
を
始
め
と
し
、
説
苑
の
尊
賢
篇
に
は
「
故
北
ハ
惟
一
一

五
始
之
要
一
一
一
品
々
」
と
述
べ
て
、
春
秋
五
始
の
説
を
述
べ
、
漠
世
間
の
本
伝
に
は
、

王
者
必
通
ご
一
二
統
一
、
明
一
一
一
本
〈
命
所
ν
授
者
博
、
ヂ
一
溺
一
一
紘
一
也
。

と
、
通
一
一
一
統
の
説
を
述
べ
、
或
は
説
苑
の
僚
交
篇
に

商
者
常
也
、
常
者
質
、
質
主
v
天
、
一
星
者
大
也
、
大
者
文
也
、
主
ν
地、

二
純
一
夏
、
一
丹
市
復
一
者
也
ミ
正
色
三
市
復
者
也
中

。。hlr 

噌

A
E

・
(
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-
三
正
の
思
想
を
論
じ
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
ら
は
萱
仲
好
が
改
制
思
想
と

し
た
一
一
一
統
説
や
す
〈
質
説
に
わ
た
る
問
題
で
、
森
秋
山
の

て
ゐ
る
。
叉
、
存
秋
の
姉
値
を
強
調
し
て
、

一
、
此
之
謂
也
。

a
y
o
 

，
弐
/

と
、
述
べ
て
ゐ
る
所
は
、

譲

住

に

開

く

」

と

祢

し

て

、

春

秋

の

に

公
羊
説
を
引
用
す
る
の
は
、
右
の
例
に
止
ま
ら
ず
、
史
に
輩
氏
の

ま
引
用
す
る
所
も
あ
る

υ

そ
の
全
文
の
引
用
は
今
省
略
す
る
が
、
説
苑
の

の
「
犬
水
平
供
一
一
天
下
三

5
5
の
一
節
及
び
奉
使
篇
の
冒
頭
た
る
つ
春
秋
ム

相
反
者
四
一
一
一
ム
云
」
の
一
部
は
、
共
に
繁
一
慌
の
精
華
篇
の
い
父
と
殆
ん
ど
一
致
す
る

も
の
で
あ
る
υ

斯
く
の
如
く
、
刻
印
が
茸
氏
の
公
羊
説
を
引
川
し
て
立
説
し
て
ゐ

る
の
は
、
彼
が
公
羊
学
に
精
通
し
て
ゐ
た
こ
と
を
立
証
す
る
も
の
で
、
従
っ
て
郷

玄
の
六
笠
論
に
、
初
向
が
公
羊
家
顔
安
楽
の
門
人
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
ゐ
る
の

は
、
(
松
山
川
一
wJ
恐
ら
く
一
引
突
を
伝
へ
た
も
の
で
な
い
か
と
忠
ば
れ
る
。
し
て
見
る

/
下
山
町

J
J
Y一
民
叩
ハ
¥

と
、
彼
は
川
絞
殺
家
と
称
さ
れ
る
よ
り
は
、
む
し
ろ
公
平
家
と
称
さ
れ
る
の
が
適
当

で
あ
る
と
い
ふ
べ
ぎ
で
あ
る
。
彼
が
殺
梁
を
学
び
殺
梁
の
た
め
に
石
渠
閣
の
会
議

で
治
制
し
た
の
は
、
山
中
〈
は
明
人
仰
に
依
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
以
て
殺
梁
家
と

目
す
る
の
は
、
必
ず
し
も
そ
の
珂
も
の
で
は
な
い
。

ηノ
ア
¥

1

」¥町、
1
1
7
M
J
7」

U
一z

プ
け
ソ
ギ
r
|ト，

F
i

る
J
L

四

割
向
が
穀
梁
家
と
し
て
よ
り
は
む
し
ろ
あ
っ
た
と
い
ふ
こ
と
は
、
彼

今
文
学
者
と
し
て
の
色
彩
を
よ
り
川
脱
出
る
も
の
で
あ
る
が
、
以
下
特
に
問

題
と
し
て
論
究
し
た
い
こ
と
は
、
劉
向
と
左
伝
と
の
関
係
に
つ
い
て
で
あ
る
。

に
よ
れ
ば
、
劉
献
に
精
通
し
、
父
劉
向
と
一
一
一
伝
の

A

俊
劣

、

劉

向

は

の

で

き

な

か

っ

た

殺

梁

の

し
て
議
ら
な
か
っ
た
と
い
は
れ
る
。
劉
向
は
な
ぜ
一
献
の
説
を
論
駁
し
得
な
か
っ
た

の
で
あ
ら
う
か
心
理
論
的
に
は
款
の
説
を
肯
定
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
に
従
ふ
こ
と

を
潔
し
と
し
な
か
っ
た
と
い
ふ
の
は
、
劉
向
の
学
問
の
性
格
に
、
二
つ
の
背
反
す

る
も
の
が
あ
っ
て
、
未
だ
対
立
矛
皮
の
械
を
脱
却
寸
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ

と
を
物
語
る
や
う
に
思
は
れ
る
。
或
は
無
意
識
の
中
に
新
し
い
性
格
が
芽
担
え
て

ゐ
た
と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
し
、
子
の
劉
散
は
父
の
新
し
い
性
併
を

も
っ
て
、
げ
ん
の
吉
い
供
給
を
攻
投
下
し
た
も
の
で
あ
る
と
も
汚
へ
ら
れ
る
υ

論
究
す

べ
き
問
題
は
こ
こ
に
あ
る
ο

既
に
述
べ
た
如
く
、
劉
向
が

の
こ
と
で
、

る
命
を
持
し
た
の
は
、
成
引

に
命
を
拝
し
て
ゐ
る
か
ら
、
(
山
川
市
い
別
J

/

路

上
W
H
p
r
戸
山
ハ
¥

が
の
古
文
春
秋
左
氏
伝
を
見
て
ゐ
る
な
ら
ば
、
主
然
劉
向
も
亦
見
て
ゐ

る
に
相
違
な
く
、
従
っ
て
こ
れ
以
後
に
者
は
さ
れ
た
洪
範
五
行
伝
論
や
列
女
伝
・

説
苑
・
新
序
等
の
栄
一
日
に
左
伝
が
引
用
き
れ
て
ゐ
る
の
は
当
然
の
こ
と
と
一
一
一
一
口
は
な
け

れ
ば
な
ら
な
い

J

草
川
麟
が
「
劉
子
政
立
氏
説
」
の
一
筋
を
許
は
し
、
説
苑
・
新

序
・
列
女
伝
に
引
用
さ
れ
て
ゐ
る
左
伝
や
そ
れ
に
関
す
る
所
説
を
精
し
く
考
証
し

て
、
或
は
古
文
だ
氏
伝
の
面
白
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
一
一
一
は
ひ
、
或
は
刻J
J

刊
の
加

へ
た
左
伝
の
訓
話
の
容
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
一
一
託
っ
て
ゐ
る
の
は
、
ま
さ
に
栴

審
な
る
学
識
と
一
一
一
一
口
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
リ
供
川
し
な
が
ら
彼
の
書
の
引
川
文
が
、

だ
伝
と
一
致
し
或
は
そ
れ
に
類
似
す
る
と
い
ふ
こ
と
で
も
っ
て
、
前
一
ち
に
そ
の
引

用
文
が
た
伝
で
あ
る
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
再
び
向
者
の
五
行

ぶ
に
つ
い
て
調
返
し
て
み
る
と
、
劉
ー
刊
の
所
説
の
中
に
、
巾
叫
ん
は
左
伝
の
み
に
存
す

る
災
閉
山
(
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
が
九
条
存
す
る
。
こ
の
こ
と
は
特
に
注
目
す
べ
き

な
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
繁
を
厭
は
ず
に
全
文
を
載
せ
る
。

か
一
氏
侍
日
、
控
公
八
午
、
一
位
業
公
同
一
一
子
只
丘
一
、
見
ν
末
、
従
将
日
、
公
子

移
住
也
、
公
怒
日
、
射
v
之
、
家
人
立
而
瞬
、
公
熔
接
νU
午
、
傷
ν
足一党
ν
回
開

ο

劉
向
以
合
、
近
ご
家
側
一
也
、
先
ν
足
舛
襲
淫
=
炉
、
妹
一
、
魯
桓
公
夫
人
、
使
一
一
一
公

一
、
又
殺
一
彰
生
一
、
以
溺
ν
魯

、

一

、

ハ

υ

{一)



無
知
帥
九
州
恨
之
従
二
攻
一
一
一
間
決
於
川
一
泊
べ
一
先
日
ノ
山
一
、

二
途
殺
レ
之
、
傷
ν
足
…
官
レ
勝
、
本
死
二
一
於
足
一
、
ぃ
限
公
之
川

包
心
ヘ
正
行
υ
b
J

i

/
中
之
下
、

在
比
一
惇
、
魯
印
公
明
刊

h
蛇
…
胤
ハ
一
一
外
蛇
一
闘
中
州
州
市
…
門
中
九
州
一
蛇
一
死
。
(
円
松

山
一
の
)

劉
向
以
潟
、
泣
駐
車
一
也
、
先

h
M鄭
.
臨
公
均
一
一
的
祭
仲
一
ぃ
…
川
途
一
一
兄
限
公
¥
代

立
、
後
同
公
山
奔
、
附
公
復
入
、
死
、
弟
子
縫
代
江
、
同
一
公
山
川
ド
外
均
一
一
大
犬

侍
成
二
使
ν
修
一
一
子
鎚
六
此
外
蛇
役
目
一
円
蛇
一
ヶ
一
象
也
、
蛇
一
死
ム
ハ
午
、
百
回
公

立
、
控
公
開
ν
之
、
間
一
一
如
何
一
日
、
獄
有
ν
妖
乎
、
封
日
、
人
之
所
ν
忌
、
比
ハ
気

炎
以
取
ν
之
、
妖
一
出
v
人
組
ハ
也
、
人
亡
ド
難
治
、
妖
不
一
一
自
作
-
、
人
棄
v
竹
山
、
改

ま
た
。
ヘ
五
行
志
/

ポ「

v
t
/下
之
上
」

左
侍
日
、
侍
公
三
十
二
年
十
二
月
己
卵
、
菅
文
公
卒
、
町
民
将
二
慎
一
一
子
的

沃
一
、
出
ν
綿
、
航
中
旬
v
荏
畑
ν
牛心

劉
向
以
潟
、
近
一
設
妖
一
也
、
夜
、
凶
一
事
也
、
盤
如
ド
牛
、

μ山
象
也
、
将
下
有
一
一

急
務
之
謀
目
、
以
生
中
戸
川
ハ
革
之
禍
ム
、
定
時
一
奈
川
似
公
這
ν
兵
襲
ド
郷
、
而
不
一
一
銭
ν

道
選

L
官
、
(
先
斡
担
一
一
時
般
公
一
日
、
一
京
市
制
渇

JF依
ν
塗
、
前
培
ν
之
、
途
安
一
一

橋
関
ヘ
一
策
師
一
、
山
一
馬
節
倫
、
川
県
一
一
民
話
一
、
採
ν
之
急
ム
ド
火
、
官
不
ν
惟
ν

、
結
一
一
小
官
僚
側
一
、
四
被
日
一
一
栄
冠
一
、
印
刷
流
ニ
数
段
一
、
凶
忠
之
殻

出
。
(
白
川
村
山
)

左
氏
体
、
文
公
十
六
年
夏
、

数
九

劉
向
以
魚
、
近
二
蛇
躍
す
一
也
、
泉
官
在
一
一
問
中
一
、
蛇
従
v

t

ソ
~
山
、
象
一
一
山
川
将
下
不
ν
町
出
、
詩
臼
、
維
肱
株
蛇
、
女
子
之
詳
、
叉
蛇
入
ν
凶、

関
持

vp一
女
髪
一
組
、
如
一
一
先
君
之
敬
一
者
、
公
ほ
将
ν
菟
象
由
、
秋
公
ほ
庭
、

公
恐
ν
之
、
乃
段
一
一
泉
辛
一
一
、
夫
妖
翠
際
レ
行
自
見
、
非
一
一
見
市
骨
mLZ口
也
、
文

不一一改
ν
行
循
下
正
、
北
ハ
御
乙
似
問
問
}
而
作
一
一
非
穂
一
、
以
童
二
世
ハ
過
一
、
後
二
年
産
、

公
子
議
殺
コ
文
之
二
日
、
市
立
一
一
笠
公
¥
文
公
夫
人
大
事
一
子
商
一
。

褒
公
判
ν
之、

科持帥

一
出
、
入
ご
子
凶
一
、

j
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1
7
A
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¥
8
7凶

'
γ
3
f
M
/

『

i4ノ
ト
イ

Baa-ぺ
J

/
下
之
上
¥

山

氏

伴

、

一

K
J
f
一、

公
吋
共
則
之
御
夜
、
見
而
収
レ
ー
ノ
」
、

生
ν
子
日
ν
位
、
後
宋
問
伊
良
、

i
i
て
十
・
£
1

、

け
パ
ド
ニ

J
4ノ
T
Fド
ト

ト

}

劉
向
以
潟
、

ノ}Jと

JIII 

-も

t
¥
f
d
 

パ
ペ
叶
1

長
一
山
元
好
、
納
コ
ケ
円
Jr
公一、

み
リ
ル
メ
ヤ
/
、
二
し

f
f
一
三
三
¥
主
て
し

-
1
1十
V

ん

パ

ノ

ド
l
A
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劉

向

以

魚

、

石

日

色

常

一

v

在
氏
簿
、
間
公
十
九
年
、
認
額
一
一
於
郷
時
門
之
外
山
市
湖
一
心

劉
向
以
魚
、
近
一
一
龍
車
場
一
山
、
錦
、
以
一
一
小
凶
一
、
括
ニ
乎
菅
郡
一
、

同
一
ハ
録
一
、
蛍
二
其
街
¥
不
ν
能
ν
修
ν
律
、
将
ν
閥
、
一
一
一
刻
以
自
危
亡
、
定
時
子

産
出
v
政
、
円
憲
一
一
於
民
一
、
外
皆
川
口
一
一
辞
令
一
、
以
交
一
一
一
二
凶
-
、
鄭
卒
亡
ν
恵
、
能

以
ν
徳
消
ν
場
一
之
妓
也
J

(

五
行
志
J

f

下
之
上
」

左
民
博
、
間
公
二
十
一
年
記
作
、
問
民
主
将
ν
銭
ニ
派
妖
鋳
一
、
冷
州
地
日
、
王

立
ハ
以
一
一
心
疾
一
死
乎
云
一
号

劉
向
以
潟
、
足
時
沢
王
好
賠
二
一
出
撃
一
、
適
応
一
小
ν
明
、
忠
心
藷
飯
、
明
年
以
一
一

心
疾
一
山
間
、
泣
一
心
腹
之
府
一
、
凶
…
知
之
町
内
符
也
♀
(
町
一
山
は
〕

左
氏
偉
い
、
問
日
以
王
時
、
大
犬
寝
起
弘
一
一
一
雄
雑
'H師
一
一
わ
忌
一
。
(
刈
刊
に
ど

劉
向
以
魚
、
近
二
味
料
一
也
、
日
正
時
王
有
一
一
愛
子
子
起
一
、
王
呉
一
一
資
起
¥
陰
謀

欲
ν
し川一
ν
之
、
町
二
子
北
山
二
符
下
同
一
一
兵
来
-
役
札
趨
ブ
十
之
宮
一
戸
、
米
ν
反
日
出
、

一一一子手
ν
凶
、
王
山
ム
九
大
鋭
、
北
(
後
続
起
一
諒
死
、
子
議
奔
ν
楚
十
川
投
υ

(

計一片付志
J

/
中
之
上
」

右
の
引
用
文
に
見
え
る
「
石
氏
伝
」
の
請
は
、
劉
r

刊
の
沿
一
日
の
原
文
で
は
な
く
、

書
の
著
書
流
問
の
筆
に
成
る
も
の
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
、
班
問
が
こ
れ
ら

の
説
を
左
氏
伝
に
関
す
る
も
の
と
し
て
明
記
し
て
ゐ
る
の
は
、
恐
ら
く
劉
向
の
投
け

の
原
文
に
出
所
を
然
る
べ
く
明
記
す
る
一
所
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
は
つ
右
の
劉

向

の

内

務

が

略

ぽ

左

伝

の

て

述

べ

て

ゐ

る

所

か

ら

見

て

、

1ゆ(八i。。



一
劉
向
が
左
伝
の
災
関
興
一
に
つ
い
て
~
立
説
し
て
ゐ
る
と
断
定
し
て
誤
り
が
~
な
い
と
思

十
針
。
そ
の
証
拠
に
、
劉
向
が
国
語
や
そ
の
他
の
史
書
の
災
異
に
つ
い
て
論
ず
る
場

合
に
は
、
班
留
は
そ
の
冒
頭
に
「
史
記
去
一
五
」
と
断
っ
て
ゐ
る
。
こ
の
点
か
ら
見

て
も
、
劉
向
の
原
文
に
出
所
の
品
川
内
名
が
明
記
さ
れ
て
ゐ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
し

か
し
て
劉
向
が
斯
く
左
伝
や
そ
の
他
の
史
警
の
災
異
を
引
用
し
て
立
説
し
て
ゐ
る

の
は
、
五
行
伝
に
説
く
妖
撃
等
に
応
ず
る
事
象
が
、
春
秋
の
経
文
や
公
穀
の
伝
に

見

ら

れ

な

か

っ

た

か

ら

で

あ

ら

う

。

急

上
述
む
如
く
、
劉
向
は
左
伝
一
を
読
み
そ
れ
を
資
料
に
し
て
ゐ
る
こ
と
は
、
五
行

志
の
調
査
に
依
っ
て
切
か
に
な
っ
た
心
従
っ
て
、
説
苑
や
'
新
序
等
の
書
に
多
く
円
ん

ら
れ
る
友
伝
と
同
一
の
記
事
や
そ
れ
に
関
す
る
所
説
が
、
意
約
麟
の
い
ふ
が
如
く

友
伝
に
従
ふ
も
の
で
あ
る
と
断
定
し
て
差
交
な
い
と
思
は
れ
る
が
、
特
に
彼
が
左

伝
に
精
通
し
て
ゐ
た
こ
と
を
物
語
る
も
と
し
て
列
女
伝
が
あ
る
。
今
日
伝
は
る
所

の
列
女
伝
は
悉
く
は
都
府
の
原
文
で
な
い
と
し
て
も
、
そ
の
全
体
に
通
ず
る
一
つ

の
顕
著
な
特
色
と
し
て
、
き
ま
っ
て
文
末
に
加
へ
ら
れ
て
ゐ
る
「
君
子
日
」
と
か

「
君
子
制
約
」
の
論
評
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
君
子
の
論
評
を
以
て
劉

歎
の
作
と
見
る
な
ら
ば
論
外
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
以
て
劉
向
の
原
文
を
伝
へ
る
も

の
と
せ
ば
、
こ
れ
は
突
に
劉
向
が
左
伝
に
精
通
し
、
そ
の
筆
法
に
倣
ふ
も
の
と
い

ふ
べ
き
で
あ
る
。
左
伝
の
君
子
日
に
つ
い
て
は
、
既
に
「
史
記
と
左
伝
に
つ
い

て
」
(
矧
繍
浦
和
訪
問
祝
)
に
於
て
論
究
し
た
が
、
左
伝
は
一
一
事
件
の
記
述
の
後
に
「
君

子
日
」
の
形
を
以
て
人
物
の
是
非
を
論
評
し
、
し
か
も
そ
の
後
に
詩
や
蓄
を
引
用

す
る
こ
と
・
が
多
い
ο

然
る
に
列
女
伝
も
亦
必
ず
君
子
の
評
論
を
加
で
そ
の
後
に

詩
を
引
用
す
る
こ
と
が
定
刑
判
と
な
っ
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
必
ず
や
左
伝
の
筆
法
に
倣

ふ
も
の
で
あ
る
。
そ
の
証
拠
に
説
苑
の
君
道
筋
に
、
左
伝
荘
公
十
一
年
の
宋
大
水

の
一
条
を
引
用
し
て
、
左
伝
の
「
減
文
仲
日
」
の
減
文
仲
を
沼
子
に
改
め
て
ゐ
る

の
は
、
劉
向
が
左
伝
の
特
色
た
る
若
手
の
評
論
を
泊
ひ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
事
か
ら
推
定
し
て
、
劉
向
が
左
伝
に
精
通
し
て
ゐ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
り
、
論

衡
の
案
書
籍
に
「
劉
子
政
説
明
{
一
井
た
氏
¥
意
僕
斐
子
、
皆
一
州
押
さ
吟
之
こ
と
述
べ
て

一
面
の
真
実
を
物
語
る
伝
承
で
あ
る
や
う
に
思
は
れ
る
む

五

都
向
が
左
伝
に
精
通
し
て
ゐ
た
と
し
て
も
、
左
伝
を
以
て
い
か
な
る
性
格
の
も

の
之
考
へ
て
ゐ
た
か
は
、
更
に
追
求
す
べ
き
問
題
で
あ
る
。
既
に
述
べ
た
如
く
、

お
向
が
公
羊
・
穀
、
梁
の
二
伝
を
引
用
す
る
場
合
に
は
「
春
秋
一
五
一
ど
の
語
を
用
ひ

る
こ
と
が
多
い
が
、
友
伝
を
引
用
す
る
こ
と
は
公
・
穀
に
比
し
て
透
か
に
多
い
に

も
拘
は
ら
ず
「
春
秋
云
云
」
の
一
認
が
更
に
見
当
ら
な
い
。
こ
れ
は
絞
が
公
羊
e

穀

、
梁
を
以
て
春
秋
の
精
神
を
伝
へ
る
正
統
派
と
考
ヘ
、
左
伝
を
以
て
然
ら
ざ
る
も
の

と
考
へ
た
こ
と
を
立
設
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
資
料
と
し
て
の
友
伝
の
伍
絡
を
霊

視
し
た
こ
と
は
、
次
の
一
例
に
依
っ
て
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

曹
公
喜
時
、
字
子
娘
、
菅
笠
公
子
也
、
笠
公
興
一
一
一
読
侯
L
K
v
一
一
夜
、
卒
-
子
師
一
、
曹

人
夜
一
一
子
滅
迎
乙
授
、
使
下
一
公
子
負
ん
仰
銅
山
崎
/
一
一
太
子
甲
留
守
'
ヘ
負
匁
殺
一
一
太
子
一
部
自
立
、

子
減
見
一
一
負
錦
之
設
予
主
一
也
、
笠
公
葬
、
子
減
符
ν
亡
、
同
人
皆
従
ν
之
、
負
幻
立
、

是
免
一
一
部
日
成
公
一
、
成
公
濯
告
ν
罪
、
足
話
一
一
子
紙
一
、
子
減
乃
反
、
成
公
遂
矯
ν
君、

廿
以
後
菅
侯
'
曾
一
諸
侯
一
、
執
↓
一
部
開
成
公
一
、
諒
一
一
之
京
師
¥
絡
下
一
民
一
子
減
於
周
天
子
-

而
立
会
之
、
子
減
日
、
前
記
有
ν
之
、
取
一
連
ν
節
次
守
ν
節
、
下
不
ν
失
v
節
、
震
ν

君
非
一
一
況
は
節
一
也
、
難
ν
不
ν
能
ν
襲
、
敢
失
ν
守
乎
、
途
亡
奔
ν
宋
、
曹
人
数
話
、

音
侯
謂
、
子
減
反
ν
閥
、
一
世
額
二
誠
君
¥
於
一
ν
楚
子
減
反
ν
閥
、
菅
乃
一
…
一
一
口
ニ
天
子
¥

額
三
成
公
於
曹
¥
子
減
一
途
以
ν
閥
致
一
一
成
公
戸
、
成
公
魚
ν
君
、
子
減
不
ν
出
、
官

凶
乃
安
、
子
減
譲
-
一
千
一
栄
之
関
一
、
可
ν
謂
ν
緊
突
、
故
蒋
秋
賢
市
褒
二
其
後
目
。

ヘ
新
一
序
/

/
節
土
」

右
の
文
は
、
明
か
に
左
伝
の
成
公
十
一
一
一
年
・
十
五
年
・
十
六
年
の
文
を
引
用
し
た

も
の
で
あ
り
、
最
後
の
「
春
秋
云
云
」
の
交
は
、
公
羊
の
間
公
ニ
十
年
の
夏
宮
公

孫
舎
一
rHv郷
山
内
一
一
奔
宋
日
の
伝
文
の
義
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
。
公
詳
伝
は

奔
米
ν
有一一一一一一口
ν
自
者
一
、
此
其
…
γ

一口
v
内
向
、
畔
也
、
畔
川
別
府
仰
借
地
不
二
一
，

P
K畔¥街地引一

公
子
得
時
之
後
日
山
mw
也
、
容
秋
祭
費
者
}
詳
、
前
景
挙
公
子
宮
時
¥
議
v
凶
也
、

其
議
v
w附
奈
一
初
、
節
回
伯
臨
腕
試
伸
一
一
子
的
戸
、
別
未
ν
知
公
子
持
時
従
典
、
公
子
負
制
仰
従

ゐ
る
一
り
は
、

のん



典
、
或
得
ν
主
一
乎
側
一
、
或
震
レ
ギ
ぃ
一
三
子
縦
一
、
公
子
高
時
見
:
公
子
負
錦
之
常
v
主

也
、
建
巡
間
退
、
緊
日
一
公
一
子
高
時
一
、
則
お
鶏
翁
ν
命
誌
、
話
子
之
部
川
ν
評
也
長
、

議
ν
惑
也
知
、
悪
ν
認
止
一
立
川
島
三
、
議
け
v
普
及
乙
寸
孫
六
資
者
子
孫
、
故
お
子
穏
ν

之
諒
也
。

と
、
説
く
も
、
史
実
は
が
一
伝
の
詳
細
な
↑
る
に
及
ば
な
い
守
劉
向
が
公
羊
伝
を
以
一
て

春
秋
の
精
神
と
認
め
な
が
ら
も
、
公
一
羊
伝
の
説
く
史
実
を
用
ひ
ず
に
だ
伝
の
史
山
中
〈

を
用
ひ
て
ゐ
る
の
ば
、
資
料
と
し
て
は
た
伝
が
公
羊
に
優
る
こ
と
を
認
め
た
に
外

な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
や
が
て
、
確
実
な
る
史
実
の
上
か
ら
春
秋
を
説
く
史
伝

を
以
て
春
秋
の
正
統
と
す
る
左
伝
家
劉
散
を
生
み
出
す
素
地
を
な
す
も
の
で
あ

る
。
劉
散
が
父
の
向
と
論
争
し
て
左
伝
の
公
穀
に
優
る
こ
と
を
主
張
し
た
こ
と

は
、
現
に
論
じ
た
通
り
で
あ
る
が
、
彼
の
論
鋒
の
骨
子
は
、
左
伝
を
以
て
孔
子
に

親
日
却
し
た
左
丘
坊
の
作
と
し
、
公
・
穀
の
二
伝
を
以
て
七
十
予
後
学
の
伝
関
に
成

る
も
の
と
主
張
し
、
親
見
の
警
の
確
実
な
る
資
料
を
以
て
、
根
拠
に
乏
し
い
伝
簡

の
口
説
を
非
難
し
た
も
の
で
あ
る
。
即
ち
資
料
的
実
証
主
義
を
以
て
主
観
的
独
断

論
を
排
撃
し
た
も
の
と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
。
劉
向
が
こ
れ
を
非
開
削
す
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
と
い
ふ
の
は
、
突
は
劉
向
の
学
問
の
中
に
、
践
に
斯
か
る
傾
向
の
茄

茅
が
培
か
は
れ
て
ゐ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
て
こ
の
萌
芽
が
若
き
都
散
の
中
に

、
す
く
す
く
と
成
長
し
、
遂
に
子
を
以
て
父
一
を
撃
つ
と
い
ふ
結
果
を
招
い
た
も
の
で

あ
る
ま
い
か
。
郎
ち
劉
向
に
お
け
る
相
背
反
し
た
二
つ
の
性
格
の
闘
争
と
も
い
ふ

ベ
く
、
前
に
、
~
劉
歎
は
父
の
新
し
い
性
格
を
以
て
、
父
の
古
い
性
格
を
攻
撃
し
た

も
の
で
な
い
か
と
二
百
っ
た
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
こ
と
を
意
味
す
る
。

品
ハ

劉
向
の
死
後
、
劉
款
は
数
々
の
輝
か
し
い
業
績
を
あ
げ
た
。
臼
〈
七
路
の
完

成
。
臼
く
吉
文
学
の
表
京
と
立
学
、
わ
け
て
も
左
伝
の
表
設
。
日
く
一
一
一
統
廃
の
製

作
。
し
か
し
て
こ
れ
ら
に
一
貫
す
る
も
の
は
資
料
に
よ
る
実
証
主
義
と
科
学
的
な

合
理
主
義
と
で
あ
っ
た
。
劉
歎
が
出
て
漢
の
経
学
は
一
変
し
、
十
日
文
学
が
際
践
と

な
り
、
幾
多
の
名
揺
が
輩
出
し
て
着
実
な
る
学
問
新
究
一
が
行
は
れ
、
遂
に
努
玄
に

よ
っ
て
大
成
さ
れ
る
っ
た
が
、
こ
の
の
泌
を
培
か
っ
た
も
の
は
劉
散

そ
の
人
と
い
ふ
ベ
く
、
史
に
そ
の
根
掠
は
そ
の
父
劉
向
に
求
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な

っιょ
、
。
「
淡
認
の
律
援
芯
w件
、
邸
内
が
ふ
ハ
廃
合
総
じ
て
五
れ
に
裕
社
作
。
、
劉
款
が
そ
の
微
妙
そ
究
め
て
J

i
p
d
/

し

f
一
一
一
統
跨
を
作
っ
た
と
あ
ァ
品
。
暦
法
に
於
て
も
、
蜘
刺
激
的
父
の
学
問
令
制
服
い
だ
の
で
あ
る
。
¥

劉
向
は
代
々
今
文
魚
川
一
討
を
奉
ず
る
家
に
生
れ
、
今
文
学
会
感
の
時
代
に
際
会
し

て
公
羊
・
殺
梁
の
二
伝
を
学
び
、
特
に
公
羊
学
に
精
通
し
、
一
一
伝
の
義
を
以
て
森

秋
の
真
精
神
を
伝
へ
る
も
の
と
篠
倍
し
た
今
文
学
の
大
家
で
あ
っ
た
が
、
秘
府
の

典
絡
を
見
、
古
来
の
政
一
法
問
な
資
料
に
接
す
る
こ
と
の
で
き
た
彼
は
、
そ
の
山
一
叉
尚
た

る
資
料
に
よ
っ
て
、
合
理
的
に
客
観
的
に
実
証
し
よ
う
と
す
る
学
風
を
持
つ
に
弔

っ
た
。
ま
さ
に
今
文
学
よ
り
古
文
学
的
性
格
へ
の
一
大
転
回
で
あ
っ
て
、
洪
範
五

行
伝
論
と
一
一
…
口
ひ
、
説
苑
・
新
序
・
列
女
伝
と
い
ふ
著
書
も
、
す
べ
て
こ
の
秘
府
の

典
絡
を
資
料
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
更
に
想
像
を
逗
し
く
す
る
な
ら
ば
、
漢
書
芸
文
志
に
い
ふ
新
国

語
五
十
四
位
締
も
「
劉
向
分
一
一
関
誌
こ
と
い
ふ
班
罰
の
注
を
信
議
す
る
絞
り
、
劉
向

が
出
来
の
国
語
二
十
一
篇
を
、
説
苑
な
ど
に
見
る
如
く
、
幾
つ
か
の
例
目
に
分
類

す
る
と
共
に
、
そ
れ
に
他
の
典
籍
か
ら
の
資
料
を
授
仲
間
に
加
ヘ
て
内
容
を
充
実
し

た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
新
国
務
と
い
ふ
名
称
と
五
十
四
篤
と
い
ふ
第
数
、
並

び
に
秘
府
の
典
絡
を
縦
覧
す
る
こ
と
の
で
き
た
劉
向
の
交
場
と
か
ら
考
へ
て
、
右

の
如
く
想
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ら
う
か
。
た
だ
新
国
語
五
十
四
篤
は
夙
に

衆
訟
の
存
す
る
一
仙
別
で
あ
る
。
実
証
の
な
い
臆
断
は
、
実
認
を
尊
ん
だ
劉
向
の
学
問

を
問
自
演
す
る
こ
と
と
な
る
か
ら
、
一
棋
の
組
定
と
し
て
附
加
す
る
程
度
に
と
ど
め

v
Q
O
 要

す
る
に
、
劉
向
か
ら
劉
歌
へ
の
展
開
は
決
し
て
偶
然
な
こ
と
で
は
な
か
っ

た
。
今
文
一
家
と
し
て
の
劉
向
の
学
問
の
中
に
は
、
既
に
古
文
家
と
し
て
展
開
す
る

劉
歓
の
古
文
学
的
性
格
が
既
に
経
路
し
て
ゐ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
意
味
に
於

て
劉
向
の
学
問
を
重
要
視
す
る
も
の
で
あ
る
。
(
昭
和
二
九
、
ご
二
)
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